
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年７月号                                  第１４７号 

昭和医科大学江東豊洲病院だより 

脳神経内科 准教授 / 栗城
く り き

 綾子
あ や こ

  巻   頭 言 

 

第１４6号のトピックス 

・巻頭言（産婦人科） 

・公開講座連携記事（脳神経外科） 

・江東区救急業務連絡協議会で功労賞を受賞しました 

・放射線技術部紹介 

・看護の日のイベントを開催いたしました 

・ご意見・ご要望 

・編集後記 

 

梅雨の合間にも夏の陽射しを感じる季節となりました。皆さまいかがお過ごし 

でしょうか。これから本格的に気温が高くなる時期に、ぜひ知っておいていただ 

きたいのが「夏の脳梗塞」です。 

夏に脳梗塞が増える大きな理由は「脱水」です。汗をかいて体の水分が減ると、 

血液がドロドロになり、血のかたまり（血栓）ができやすくなります。とくにご 

高齢の方や、高血圧・糖尿病・脂質異常症などをお持ちの方は要注意です。実は 

まだ症状がなくても、脳や首の血管（頸動脈）が細くなっている「脳血管狭窄」 

「頸動脈狭窄」が隠れていると、血流が滞りやすく、少しの脱水でも脳梗塞のリスクが高くなります。 

最近では、こうした血管の状態をあらかじめ調べるために「脳ドック」を受ける方も増えています。

必須ではありませんが、一度ご自身の血管の状態を知っておくと、日常の予防への意識も高まり安心

につながります。気になる方は、かかりつけ医、または昭和医科大学豊洲クリニック予防医学センタ

ーまでご相談ください。 

さて、夏には「熱中症」もよくみられます。熱中症では、めまい、頭痛、だるさ、吐き気、重い場

合には意識がぼんやりするなどの症状が出ます。一方、脳梗塞では「顔や手足の片側だけが動かしに

くい・しびれる」「ろれつが回らない」「片側の見え方がおかしい」といった左右差のある症状が突然

あらわれるのが特徴です。見分けが難しいこともありますが、「いつもと違う」「左右どちらかがおか

しい」と感じたら、救急車で「できるだけ早く」病院に来ていただきたいと思います。 

予防のポイントとして、次の３つのことをあらためてご確認いただきたいと思います。 

まずは、①こまめな水分補給です。のどが渇いてからでは遅く、のどが渇く前に、少しずつ水やお 

茶を飲む習慣をつけましょう。汗をたくさんかいたときは、塩分を含んだ飲み物（経口補水液など）

もおすすめです。ただし、アルコールやカフェインは水分を外に出しやすいため、かえって脱水を招

いてしまうこともあります。摂りすぎに注意しましょう。 

次に、②室温の管理です。暑さを我慢せず、エアコンや扇風機を上手に使いましょう。特に夜間は

知らないうちに汗をかいて脱水になることもあるため、寝る前や朝起きたときの一杯の水も大切で

す。 

そして、③日頃からの生活習慣病の治療と管理（血圧や血糖、コレステロールの管理）、つまり、お

薬を処方されている方は自己判断で中断などせず、きちんと内服を続けること、かかりつけに通院し

ていただくことが最重要です。 

夏はちょっとした心がけでリスクをぐっと減らすことができます。水分補給と体調管理を意識しな

がら、元気にこの季節を乗り切りましょう。気になる症状があれば、どうぞお気軽にご相談ください。 
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 当院では、七夕という企画を通じて、院内で療養生活を送られている方をはじめ、 

日頃から当院を利用される方に季節の移り変わりを感じていただきたいという願いを込め、 

今年も七夕の笹飾りを設置いたします。 

 

・設置期間： 6 月 2９日（月）～7 月 7日（火）  

・設置場所： 1 階ロビー 

 

ロビーには、どなたでもご自由にお書きいただける色とりどりの短冊を 

ご用意しております。ご来院の際は、ぜひ願い事や大切な方への想いを 

お寄せいただき、たくさんの短冊で笹を鮮やかに彩ってください。 

 

 

 

第２２回公開講座開催報告・動画配信のお知らせ 

 ６月７日（日）、第２２回公開講座を開催しました。「暮らしと健康―見逃さない！痛みから見る体

の不調―」というテーマで、第１部では、「頭痛について―その痛み、放っておいても大丈夫？―」

の演題で脳神経外科・杉山達也教授が注意すべき頭痛や、脳卒中の治療及び予防について講演しまし

た。第２部では、「肩が痛い・動きが悪い―頻度の高い疾患について―」の演題で整形外科・磯崎雄

一講師が肩こりの原因や自宅でできるセルフケアについて実演を交え講演しました。 

 

受講された方からは、「今回初めての参加でしたが、説明が十分でよく分かり、楽しかったです」

「先生方のお話は本当に価値があり、病気の知識を得て予防につなげられるとても良い試みだと思い

ます」などといったお声をいただきました。当日の講演内容は後日ホームページで公開する予定です

ので、来場できなかった方はもちろん、すでに受講済みの方もぜひご覧ください。 

 

次回の開催は今年の秋頃を予定しております。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

  
（左から） 整形外科 磯崎講師、        

大槻公開講座委員長、脳神経外科 杉山教授 
講演中の会場の様子 

 七夕イベント開催のお知らせ 

 

 

 

 

P ick up 

 第２２回公開講座開催報告・動画配信のお知らせ 

昨年の笹飾りの様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

夏バテ予防は食事から 

栄養科 管理栄養士 ／ 宮永
みやなが

 直樹
な お き

 

 

暑い日が続くと、体がだるい、食欲がない、疲れがとれないといった「夏バテ」を感じる方が増え

てきます。夏バテには、暑さによる体力の消耗、汗による水分・ミネラルの不足、冷たい飲み物や麺

類中心の食事による栄養の偏りなどが関係すると考えられます。 

食事から夏バテを予防するためには、麺類やパンなどの主食だけで済ませず、肉、魚、卵、大豆製

品などのたんぱく源を毎食取り入れることが大切です。食欲がないときは、そうめんやうどんなど食

べやすい主食だけで済ませたくなりますが、それだけではたんぱく質やビタミン、ミネラルが不足し

やすくなります。 

特に意識したい栄養素の一つがビタミン B1です。ビタミン B1は、糖質を体を動かすエネルギー

に変えるときに必要な栄養素です。麺類などの主食には糖質が多く含まれますが、ビタミン B1は多

くありません。そのため、主食中心の食事が続くと、摂取した栄養を効率よくエネルギーに変えにく

くなる可能性があります。 

ビタミン B1は豚肉に多く含まれるため、うどんに豚肉を組み合わせると、不足しやすい栄養素を

補いやすくなります。たとえば、豚しゃぶうどんにすると、暑い時期でも食べやすく、たんぱく質も

一緒に摂取できます。ビタミン B1は水に溶けやすい栄養素のため、豚肉の加熱には電子レンジを活

用する方法も便利です。また、にんにく、ねぎ、にらなどの香味野菜を組み合わせると、風味が増し

て食欲がないときでも食べやすくなります。 

さらに、きゅうり、トマト、なす、オクラなどの夏野菜を取り入れると、彩りがよくなり、見た目

にも涼しげな一品になります。大根おろし、酢、レモン、しょうがなどを活用すると、さっぱりとし

た味付けになり、暑い日でも箸が進みやすくなります。 

また、暑い時期は気づかないうちに汗をかき、水分が不足しやすくなります。のどが渇いてからで

はなく、時間を決めてこまめに水分をとることも大切です。大量に汗をかいたときは、水分だけでな

く塩分の補給も意識してください。 

暑い時期こそ、無理なく食べられる工夫をしながら体調を整えましょう。 

 

 

 

 

 

 

P ick up 

 栄養科より 



昭和大学江東豊洲病院  http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/ 

〒135-8577 東京都江東区豊洲 5－1－38 

TEL03－6204－6000(代表)  

発行責任者：横山 登   編集責任者：大槻 克文 

昭和医科大学江東豊洲病院  http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/ 

〒135-8577 東京都江東区豊洲 5－1－38 

TEL03－6204－6000(代表) 

発行責任者：横山 登   編集責任者：大槻 克文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝 回答 

喘息で入院した時から診ていただい

ている主治医の先生は、いつでも丁寧

に向いて話を聞き、相談内容にも的確

に応えてくださるので、日頃より信頼

しています。先生に感謝の気持ちでい

っぱいです。 

御満足いただき大変光栄に存じます。今後とも満足してい

ただけるよう努力して参ります。 

 

ご意見 回答 

玄関に回転式ドアが設置されている

点について、体調の優れない方やご高

齢の患者さんにとっては危険が伴い、

非常に利用しにくいのではないでし

ょうか。 

       

貴重なご意見ありがとうございます。回転扉の基本的メリ

ットとして、出入口を常時完全には開放しないため、外気

の流れが少なく、冷暖房の効率が上がり、省エネ効果が得

られます。患者さんにおいても、温度変化を抑え、快適性

を維持しやすくなっています。 

安全性につきましては、ＪＩＳ規格や国交省ガイドライン

に沿った安全装置であり、メンテナンスを行っています。 

また、回転扉の隣にスライドドアも併設していますので、

利用者層に応じてご利用いただければと思います。 

 

                    回答：管理課 

 

SHOWA Medical University KotoToyosu Hospital 

 

 

 昭和医科大学江東豊洲病院 

ホームぺージ 

ホームぺージ 

 

7 月を迎え、いよいよ夏の気配が濃く感じられる季節となりました。梅雨明けを待た

ずして気温の高い日が続き、少し外に出るだけでも強い日差しに体力を奪われるように

感じます。暑さに身体が十分慣れていないこの時期は、気づかないうちに疲れがたまり、

体調を崩しやすくなります。屋外はもちろん、室内でも熱中症を起こすことがあります

ので、こまめな水分補給や適度な休息、室温の調整を心がけてまいりましょう。 

一方で 7月は、七夕や夏祭り、花火など、夏ならではの行事が増えてくる時期でもあ

ります。暑さへの備えを忘れず、季節の移ろいや日々の楽しみにも目を向けながら、心

地よく過ごしていけるとよいですね。 

当院では今後も、地域の皆さまに親しみを持っていただけるよう、身近でわかりやす

い情報発信に努めてまいります。本号が、皆さまの健康や暮らしを考える一助となれば

幸いです。暑さの厳しい日が続きますが、どうぞお身体を大切にお過ごしください。 

 

 

 

 

編 

糖尿病・代謝・内分泌内科 藤川
ふじかわ

 大輝
と も き

 

 ご意見･ご要望 

 

 

 

回答：呼吸器・アレルギー内科 


